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ｒ三月革命」と官僚政治の相対的自立性の維持

〔選撃法と５月選挙〕

三月前期のプロイセンにおける

「社会問題」と社会政策および中問層政策の展開（１０）

川　本　和　良

　１８４７年２月３日の勅令による合同州議会の開催を契機として ，「三月革命」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
期に遂行されたプ ロイセ川こおげる選撃制度の変革と憲法制定の過程は第２６表

のような変遷を辿っている。そのさい，「三月革命」は，２月２４日のパリにお

ける「二月革命」と３月１３日のウィーンの革命の強い影響のもとで勃発したの

に照応して，６月のバリの敗北と１Ｏ月のウィベ■の敗退の影響を受げて，革命

の時期から反革命の時期へと流れの方向を大きく変える。すなわち，外的状況

の変化の影響のもとで，内的にもライソブルジ ョアジーを担い手とする革命の

時期から東エルヘ地域の保守的ユノカー を担い手とする反革命の時期へと移行

していくのである。この移行の基盤とな ったのが，６月末の「新プ ロイセン薪

聞（いわゆる「十字新聞」）」の創刊と ，８月中旬のいわゆる「ユノカー議会」の

開催てあ った。この結果，憲法の内容の重点も自由主義的議会制立憲君主制か

ら外見的止憲主義へと大きく移動し，革命は挫折したのてあ った 。

　以下，合同州議会から革命挫折後の三級選撃法に基づくプ ロイセノ下院創設

に至る過程で，官僚政治の相対的自立性がどのように維持されていったのか ，

を考察するに当り ，まず，時期を革命期と反革命期およびその後の経過の三つ

にわけ，ついで，革命期と反革命期については，選撃法と選出された議員の構

成／とくに１８４８年５月２２日開会のプ ロイセン 国民議会（ｄｉ・ｐ・・ｕＢｉ・・
ｈ・

Ｎａｔ１ｏｎａ１ｖｅｒｓａｍｍ１ｕｎｇ）と ，約１年後の１８４９年５月３０日の命令による三級選撃法の実施

により ，８月７日に開催されたプ ロイセン第二院（下院）における議員構成〕および

　　　　　　　　　　　　　　　　（３７３）
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第２６表

１８４７年　　２月３日

１８４８年　　２月２４日

　　　　　３月１日

３月１３日

３月１８日

３月１９日

３月２９日

４月２日

　　　４月８日

５月１日 ，８日

　　　５月１８日

　　　５月２２日

６月２０日

６月２３～２７日

　　６月２９日

６月末

８月９日

８月１８～１９日

８月２３日～

　　９月３日

９月８日

９月１３日

　　９月２２日

　　１０月６日

　　１０月１５日

１０月３０日～

　　１１月１日

　　１０月３１日

立命館経済学（第３９巻 ・第４号）

「三月革命」期のプ ロイセン選挙制度の変遷と諸事件

勅令（ｄａｓ Ｐａｔｅｎｔｆｕｒ ｄｅｎ Ｖｅｎｅｍ１ｇｔｅｎＬａｎｄｔａｇ）で合同州議会召集 。

パリ「二月革命」。

ハイテルヘルク集会（Ｈｅｌｄｅｌｂｅｒｇｅｒ　Ｖｅｒｓａｍｍ１ｍｇ　ｄｅｒ ５１Ｍａｍｅｒ）→７人
委員会選出（ｄｅｒ　 Ｓ１ｅｂｅｎｅｒ－ＡｕｓｓｃｈｕＢ）今３月３１日～４月３日フラノクフル
ト「準備議会」（Ｔａｇｍｇ　ｄｅｓ”Ｖｏｒｐａｒ１ａｍｅｎｔ“ ｍ　Ｆｒａｎｋｆ１血）→５０人委員会選
出（ｅｍ　Ｆｕｎｆｚｌｇｅｒ　ＡｕｓｓｃｈｕＢ）→５月１８日５０人委員会解散＝フラノクフルト
国民議会の開会 。

ウィーンの革命 。

ベルリン市街戦＝「三月革命」勃発 。

自由主義内閣成立（Ｍｍ１ｓｔｅｍｍ　Ｇｒａｆ　Ａｍｍ）。

カノフハウセノーハノゼマノ 内閣（Ｍｍ１ｓｔｅｍｍ　Ｃａｍｐｈａｕｓｅｎ Ｈａｎｓｅｍａｎｎ）。

第２回合同州議会の召集〔ここで憲法判定のためのブ ロイセン国民議会開催
を決定〕。

選挙法制定〔議員選挙は普通，平等，間接，秘密選挙〕。

フランクフルトとブ ロイセソの国民議会選挙 。

フランクフルト国民議会の開催 。

プロイセン憲法制定国民議会がベルリンで開催〔ベルギー憲法を模範とする
法律案＝自由主義的議会制立憲主義をめぐり討議〕。

アウエルスウァルトーハノセマノ 内閣（Ｍｍｌｓｔｅｍｍ　
Ａｕｅｒｓｗａ１ｄ

ＨａｎＳｅｍａｍ）。

パリの反乱と鎮圧〔反革命派に有利にな った決定的事件〕。

フラノクフルト国民議会かオーストリー のヨハノ 大公（ｄｅｒ Ｅｒｚ
ｈｅｒｚｏｇ

Ｊｏｈａｍ　ｖｏｎ　Ｏｓｔｅ血ｅ１ｃｈ）をトイソ 摂政（Ｒｅ１ｃｈｓｖｅｒｗｅｓｅｒ）に選出 。

「新ブ ロイ．セン新聞（ハｅｕｅＰｒｅｕＢｉｓｃｈｅ Ｚｅｉｔｍｇ
“）」

，いわゆる「十字新聞
（，，
Ｋｒｅｕｚｚｅ１ｔｍｇ“）」創刊〔貴族官僚の反動勢力の態勢挽回＝保守党の発展の
出発点〕。

プロイセン国民議会が将校たちに反動的策動を行なわぬよう警告する訓令を
陸軍省が発布する決議〔反革命のきっ かけ〕。

ベルリンでｒ大土地所有の利害の維持とすべての働く階級の福祉の促進のた
めの協会（”Ｖｅｒｅｍ　ｚ岨Ｗａｈｍｎｇ　ｄｅｒ　Ｉｎｔｅｒｅｓｓｅｎ　ｄｅｓ　ＧｒｏＢｇｍｎｄｂｅｓ１ｔｚｅｓ　ｍｄ
ｄｅｒ　Ｆｏｒｄｅｍｎｇ　ｄｅｓ　Ｗｏｈ１ｓｔａｎｄｅｓ　ａ１１ｅｒ　Ｗｅｒｋｋ１ａｓｓｅｎ

“）」，いわゆる「ユノカ
ー議会（”Ｊｍｋｅｒｐａｒ１ａｍｅｎｔ”）」開催 。

ベルリンでＳ．ポルン三Ｓｔｅｐｈａｎ　Ｂｏｍ）キ導のもとで第１回全ドイツ 労働者
会議（ｄｅｒ１Ａ１１ｇｅｍｅｍｅ Ｄｅｕｔｓｃｈｅ ＡｒｂｅｌｔｅｒｋｏｎｇｒｅＢ）開催〔２５の都市から

３１の労働者協会（３１Ａｒｂｅ１ｔｅｒｖｅｒｅｍｅ）と３万働者委員会（３Ａｒｂｅ１ｔｅｒｋｏｍ

ｌｔｅｅｓ）が参加今「労働者友愛会（Ａｒｂｅ１ｔｅｒｖｅｒｂｒｕｄｅｍｎｇ）」を結成し，ライ
プチ ッＦに本部宰置いて１０月１日より活動開始，１Ｏ写３日より機関紙，「友
愛（”Ｄｌｅ Ｖｅｒｂｍｄｅｒｍｇ“）」を発刊今１８５４年にこの万働者組織は連邦議会
（Ｂｍｄｅｓｔａｇ）の決議により廃止〕。

アウエルスヴ ァルトーハソゼマン内閣の退陣 。

ウラノゲル将軍（Ｇｅｎｅｒａ１Ｆｎｅｄｎｃｈ　ｖｏｎ　Ｗｍｇｅ１）かマルクフラノテ■フ
ルク地方の全軍を統括する司令官に任命〔ベルリンヘの威圧〕。

プフエール内閣（Ｍｉｎｉｓｔｅｒｉｍ ’Ｐｆｕｅ１）。

ウィーソ蜂起今宮廷はオルミュツヘ移動 。

フリードリッヒ ・ヴィルヘルム４世が王権神授説を表明 。

ウィーンヘのオーストリー軍の攻撃＝ウィーンの反革命。

！ユウァルソェノヘルク（Ｆ皿ｓｔ　ｚｕ　Ｓｃｈｗａｒｚｅｎｂｅｒｇ）がオーストリー首相に
就任 。

　　　　　　　　　　（３７４）



「三月革命」と官僚政治の相対的自立性の維持（川本） ３

１１月２日 ブラソ デンブルク ーマントイフェ ル内閣（Ｍｉｎｉｓｔｅｒｉｕｍ　Ｇｒａｆ　ｖｏｎ　Ｂｒａｎｄｅｎ 一
ｂｕｒｇ－Ｏｔｔｏ　ｖｏｎ　Ｍａｎｔｅｕ丑ｅ１）〔１８５８年の「新時代（”Ｎｅｕｅ　Ａｅｒ〆‘）」までの反
動の１０年間（ｄａｓＪａｈｒｚｅｈｎｔｄｅｒ ＲｅａｋｔｉｏｎｉｎＰｒｅｕＢｅｎ）の開始〕。

１１月９日 ブロイセン国民議会に停会を命令今ブラン デンブルクヘ移転 。
１１月１０日 ヴラノゲル将軍のベルリソ進駐 。
１１月２７日 オーストリー 首相 シュ ヴァルツェンベルクがオーストリー・ハノガリー 帝国

の存続を宣言〔フランクフルト国民議会のドイツ統一事業への宣戦布告〕。

１２月５日 プロイセン 国民議会解散。欽定憲法（Ｖｅｒｆａｓｓｍｇｓ－Ｕｒｋｍｄｅ 肚ｒ ｄｅｎＰｒｅ 一
ｕＢｉｓｃｈｅｎ　Ｓｔａａｔｅｎ）発布〔国王は反対するも内閣が発布を強行。内容はほぽ
草案と一致した自由主義的内容。国王が不満なので１２月６日の選挙法で選ぱ
れた議会で欽定憲法の改正論議を規定（第１１２條第１項）〕。

１２月６日 選挙法〔議会は二院制。上院議員は地方自治体の議会より選出。下院議員は
普通，平等，間接選挙で国民より選出〕。

１８４９年　　１月 フランクフルト国民議会が議会決議はすべて法律の効力をもつと決定 。

２月２６日 ベルリノに議会召集〔憲法改世論議→改正をめぐり政府と下院で意見衝突〕。

３月４日 オーストリー議会解散。オーストリー憲法発布〔財政と関税制度と軍隊編成
を共通にする単一不可分の君主国を宣言＝フランクフルト国民議会への挑戦
状→フラソクフルト国民議会は「小ドイツ」創設に向かう〕。

３月２８日 ドイツ 帝国憲法（Ｒｅｉｃｈｓｖｅｒｆａｓｓｍｇ）成立〔オーストリー除外の「小ドイツ
主義」（賛成２６７票，反対２６３票）〕。 フランクフルト国民議会はプ ロイセノ 国
王をドイウ皇帝に選出（賛成２９０票，棄権２４８票，欠席２００票）〕。

４月３日 プロイセン国王のドイツに対する至上権要求〔フランクフルト国民議会の決
定に対する挑戦状〕。

４月２７日 プロイセソ下院への解散命令 。

４月２８日 プロイセソ国王のドイツ皇帝就任拒否 。

５月～７月 ドイツ 帝国憲法戦役（ｄｉｅｄｅｕｔｓｃｈｅ Ｒｅｉｃｈｓｖｅｒｆａｓｓｍｇｓｋａｍｐａｇｎｅ）〔ドレス

デン今バイエルン→プファルツ 侯領今ライ１■州今バー デ１■〕＝ドイツ革命の
終結＝反革命の勝利 。

５月１６日 「十字新聞」グル ーブによるブ ロイセン基本権の起草者であるヴエストファ
一レソの農民王，最高裁判事ベネデ ィクト ・ヴ ァルデ ック（Ｂｅｎｅｄｉｋｔ
Ｗａ１ｄｅｃｋ）に対する中傷訴訟１立憲主義思想から ロマン主義的＝家産的国家
論への移行の画期〕。

５月３０日 フラ１■クフルト国民議会のシ ュツットガルト移転〔「残骸議会
（Ｒｕｍｐｆｐ・・１・ｍ・ｎｔ）」〕。

５月３０日 三級選挙法（Ｄｒｅｉｋ１ａｓｓｅｎｗａｈ１ｒｅｃｈｔ）採用の命令〔不平等，間接，公開選挙→民
主主義者はこの命令を無効として選挙をポイコット→保守党員から多数選出〕。

６月１８日 ヴユ ルテノベルク政府によるシ ュツットガルトのフラソクフルト国民議会の
会議場閉鎖＝フラソクフルト国民議会の最後 。

８月７日 プロイセソ両院の開会〔１２月に両院の一致で憲法草案成立→国王は１５項目の
改正案提出→それに基づく相当の変更今両院による採択今国王の同意〕。

１８５０年　　１月３１日 プロイセン憲法（Ｖｅｒｆａｓｓｍｇｓ－Ｕｒｋｕｎｄｅ 肚ｄｅｎＰｒｅｕＢｉｓｃｈｅｎＳｔａａｔｅｎ）発布
〔ベルギー憲法を模範としつつも ，国王権力拡大。第一院を等族制 ・貴族制
的に改組＝王子，シ ュタン デスヘル，一定の大土地所有者の家長，国王によ
り終身選任された議員，選挙によって多額納税者および大都市から選ぱれた
議員，により構成。第二院は三級選挙法〕＝プロイセン改革以降の官僚的絶
対主義より外見的立憲主義（Ｓｃｈｅｉｎｋｏｎｓｔｉｔｕｔｉｏｍ１ｉｓｍｕｓ）への移行 。

１２月１９日 マントイフェ ル内閣（Ｍｉｎｉｓｔｅｒｉｕｍ　Ｏｔｔｏ　ｖｏｎ　Ｍａｎｔｅｕ
丘ｅ１）。

１８５４年　　１０月１２日 第一院の組織変更（Ｖｅｒｏｒｄｎｍｇ　ｗｅｇｅｎＢｉ１ｄｍｇｄｅｒ Ｅｒｓｔｅｎ Ｋａｍｍｅｒｖｏｍ
１２．Ｏｋｔｏｂｅｒ１８５４）〔出生による世襲議員と国王任命の終身議員より構成

。

議員定数は定められない。１８５３年５月７日の法律（Ｇｅｓｅｔｚ，ｂｅｔｒｅ丘ｅｎｄｄｉｅ
Ｂｉｌｄｕｎｇ　ｄｅｒ　Ｅｒｓｔｅｎ　Ｋａｍｍｅｒ　ｖｏｍ７．Ｍａｉ１８５３）による委任に基づく変更〕。

（３７５）



　４　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３９巻 ・第４号）

憲法制定過程と憲法の内容の三点に焦点を絞って検討をすすめることにしよう 。

　　１）　Ｆｒ１ｅｄｒ１ｃｈ　Ｅｎｇｅ１ｓ，Ｒｅｖｏ１ｕｔ１ｏｎ　ｕｎｄ　Ｋｏｎｔｅｒｒｅｖｏｌｕｔ１ｏｎ　ｍ　Ｄｅｕｔｓｃｈ１ａｎｄ　Ｋａｒｌ

　　　Ｍａｒｘ　Ｆ
ｒ１ｅｄ

ｒ１ｃｈ　Ｅｎｇｅ１ｓ　Ｗｅｒｋｅ　Ｂａｎｄ８ ，Ｂｅｒ１ｍ１９６０，３５，５８，６０，６４～６５，６６，６７

　　　 ～６８，８０，８２，８４，８６，８８，９８，１０５～１０６，エンゲルス『ドイツにおける革命と反革

　　　命』，『マルクス＝エンゲルス全集』大内兵衛 ・細川嘉六監訳，第八巻，大月書店 ，

　　　１９６２年，３３，５５，５７，６１～６２，６３，６４～６５，７６，７９，８０～８１ ，８３，８５，９４，１００

　　　～１０２へ 一ソ。Ｖ
ｅ１ｔＶａ１ｅｎｔｍ，Ｇｅｓｃ

ｈ１ｃｈｔｅｄｅｒ ｄｅｕｔｓｃｈｅｎ Ｒｅｖｏ１ｕｔ１ｏｎ１８４８～１８４９
，

　　　Ｚｗｅ１ｔｅｒ　Ｂａｎｄ，Ｂｌｓ　ｚｕｍ　Ｅｎｄｅ　ｄｅｒ　Ｖｏ１ｋｓｂｅｗｅｇｕｎｇ　ｖｏｎ１８４９，Ｓｔｕｄ．１ｅｎ－Ｂｌｂ１１０ｔｅｋ，

　　　Ｋｏｌｎ　Ｂｅｒ１ｍ１９７０，２３２～２３３，７０３～７０６　Ｒｕｄｏ１ｆ　Ｓｔａｄｅ１ｍａｍ，Ｓｏｚ１ａ１ｅ　ｕｎｄ　ｐｏ１１ｔ１ｓ －

　　　 ｃｈｅ　Ｇｅｓｃ
ｈｌｃｈｔｅ　ｄｅｒ　Ｒｅｖｏ１ｕｔ１ｏｎ　ｖｏｎ１８４８，Ｍｕｎｃｈｅｎ１９４８，１２３，１２８，１２９，１３０，１４４

，

　　　１４５，１４９，１５０～１５２，１７６，１８３，シ ュター デルマン『１８４８年ドイツ 革命史』大内宏

　　　一訳，創文杜，１９７８年，１７０，１７７，１７９，１８０，１９９，２００，２０６，２０８～２１０，２４２ ，

　　　２５１ぺ 一ジ。シルファート ，前掲書，１３３，１８６ぺ 一ジ。Ｋｏｍａｄ　Ｒｅｐｇｅｎ，Ｍａｒｚ ・

　　　ｂｅｗｅｇｕｎｇ　ｕｎｄ　Ｍａｌｗａｈ１ｅｎ　ｄｅｓ　Ｒｅｖｏ１ｕｔ１ｏｎｓ』ａｈｒｅｓ１８４８ｍ　Ｒｈｅｍｌａｎｄ，Ｂｏｍ

　　　１９５５，２２５，２３５　Ｈ　Ｒｏｓｅｎｂｅｎｇ，Ｐｒｏｂ１ｅｍｅ　ｄｅｒ　ｄｅｕｔｓｃｈｅｎ　Ｓｏｚ１ａ１ｇｅｓｃｈ１ｃｈｔｅ，３１～

　　　３２，訳，４８～５０べ 一ジ。山田晟『ドイツ近代憲法史』東京大学出版会，１９６３年 ，

　　　３２～３５へ 一ソ。Ａｕｓｚｕｇａｕｓ
ｄｅｒ Ｇｅｓｃｈ１ｃｈｔｅ，２８ＡｕＨａｇｅ，Ｈｇ ，ｖｏｎ Ｖｅｒ１ａｇＰｌｏｅｔｚ

　　　ＫＧ ・， Ｗ肚ｚｂｕｒｇ１９７６．１０１２～１０１７，より作成。ただし，山田晟，前掲書，３３べ 一

　　　ジ，において，プ ロイセ：■国民議会の議員の選撃は，普通，平等，直接，秘密選

　　　撃とな っており ，また，Ｃ．Ｆ．メソガーも ，普通，平等および直接と書いている

　　　（Ｃｈｒ１ｓｔ１ａｎ－Ｆｎｅｄｒ１ｃｈ　Ｍｅｎｇｅｒ，Ｄｅｕｔｓｃｈｅ　Ｖｅｒｆａｓｓｕｎｇｓｇｅｓｃｈ１ｃｈｔｅ　ｄｅｒ　Ｎｅｕｚｅ１ｔ

　　　Ｅｍｅ　Ｅｍｆｕｈｒｕｎｇ　ｍ　ｄ１ｅ　Ｇｒｕｎｄ１ａｇｅｎ，Ｈｅ１ｄｅ１ｂｅｒｇ１９８８，１３０，Ｃ　Ｆメ：■カー　『トイ

　　　 ツ憲法思想則石川敏行他訳，世界思想杜，１９８８年，１８３べ 一ジ）。 しかし，直接

　　　ではなく間接である 。

　革命期。まず，プ ロイセ：／国民議会の選撃法の制定過程から考察を始めよう 。

選撃法は，４月２目に開催された第２回合同州議会において，４月５目より審

議が始まり ，４月８目に選挙施行規則とともに公布された。それは１１條からな

り， そのうち，とくに第１ ，２ ，５條をめぐっ て論争が行なわれたので，論争

点を辿ることにしよう 。

　０修正可決された第１條は，「すべてのプ ロイセン人は２４才を超え，法的効

力のある裁判所の判決の結果，市民権を喪失していないならぱ，かれは６ヵ 月

以上定住し，もしくは滞在している市町村において，投票権を有する第一次選

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３７６）
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撃人となる。ただし，公共の財産による救貧扶助を受げている者を除く」であ

った。そのさい，二点で修正を受けた 。

　１）最初の法案は，「かれか１か年以上正常に居住している市町村において ，

第一次選撃人としての投票権を有している」とな っていたのを，「６か月以上

定住」と改めた点。これは，賛成２７１票対反対２３３票でもっ て， １年という期問

は「長すぎるように思われるという理由で」６か月とされた。定住期間を設定

した意図は，本来，とくに移動する手工業職人を選撃から除外することにあ っ

た。 ３月１８日のベルリソ市街戦の死亡者名簿からも明らかなように，最大の比

率を占めていたのは指物職人であり ，ついで仕立職人，第三にかなり離れて錠

前職人であ った。そして，かれらの一部は遍歴時代をスイスやパリで過してい

たのてある。したか って，移動する手工業職人か，最も勇敢な革命の斗士であ

り， 「共産主義に感染していた」かゆえに，選撃権から除外されなけれはなら

なかったのであるが，そのためには定住期間を１年から６か月に変更しても支

障はない，と判断されたのであ った 。

　ｉｉ）最初の法案では，「公共の財産による救貧扶助を受け，もしくは自分の

所帯をもたないで雇用されて賃金と食事を得ている者を除く」とな っていたの

を， 「もしくは…… 」以下を削除。最初の法案では，被救位者と僕碑を選撃権

から除外することを意図していた。しかし，東エルベの騎士領所有者層が，僕

碑の過半数かかれらの農場で働き，僕碑條令のもとにあることから，選撃にお

いて自由になると考え，「下層の人民階級のなかにも ，屡々きわめて尊敬すべ

き個人が存在している」と主張したため，「もしくは…… 」以下が削除された

のである。この結果は，後述するように，騎士領所有者層の意図と逆にな った 。

　　第２條には間接選撃が規定されていた。これに対し，一部議員から直接

選撃の提案がなされたが，第２條は原案通り可決された。この理由については

後述する 。

　　第５條の規定は，「市民権を有するすべてのプ ロイセン人は，３０才を超え ，

完全な市民権を喪失せず，公共の財産による救貧扶助を受けていないならは ，

被選撃権を有する」てあり ，原案通りとな った。ここては，被選撃権を３１才以

　　　　　　　　　　　　　　　　（３７７）
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上にではなく ，２５才にすべきであるとの意見が出された。しかし，カ：／プハウ

ゼン が， 有産者の仲間になるような年令にすでに達している人々にのみ政治的

意見を述べさせるべきである，と主張して原案通りとな った。熱狂した青年は

有産市民の理想に耽ろうとしないからである。ちなみに，Ｓボルン（Ｓｔ・ｐｈ・ｎ

Ｂｏｍ）は４月末に漸く２４才になったばかりであ った 。

　以上のような審議過程を経て，カンプハウセ：■内閣のもとで，普通，平等 ，

間接，秘密の選撃法が成立したのであ った。なお，５００人の第一次選撃人

（Ｕ・ｗａｈ１ｅ・）ことに１人の第二次選撃人（Ｗ・ｈ１ｍ・ｍ）を選出し，議員
（Ａｂｇｅｏｒｄｎｅｔｅ）と代理人（Ｓｔｅ１１ｖｅ血ｅｔｅｒ）は６０，ＯＯＯ人まで１人，それを越えると

２人，さらにそれに加えて４０，ＯＯＯ人を越えるごとに１人が選出されることと
　　１）
された 。

　この審議過程から四点に注目しておきたい。第一は，この選撃法は，３月１８

日のベルリンの市街戦やケルソの赤い蜂火等の国土の隅々に至るまでの３月の

数週間の「一種の発熱状態（ｅｍｅ・ Ｆ１ｅｂｅ・・ｕ・ｔ・ｎｄ）」の衝撃のもとで，カンプハ

ウセン内閣により制定されたことである。したかって，第二に，僕碑に対する

選撃権の承認にみられるように，一方で，東エルヘの騎士領所有者層と妥協し

つつ，第二に，他方で，６か月以上の定住規定と被救位者排除規定により ，既

述のように「大衆貧窮」を基礎とする共産主義的諸傾向に対処するため，移動

する手工業職人やプ ロレタリアートから選撃権を剥奪したことである 。

　ここに，既述のライソ大ブルジ ョアジーと国家権力とのｒ公然の，完壁な ，

実際に則した同盟」，ライソ自由派の強調した，「杜会問題」に対処するための

国家の統一が，第一回合同州議会を舞台として実現されたのてあるか，同時に ，

ライン自由派が主導権を握っていたとはいえ，「杜会問題」に対処するため ，

東エルベの騎士領所有者層と妥協することにより ，「三月革命」の挫折の第一

歩が印されたのであ った 。

　この挫折との関連において，第四に注目すへき点は，大部分の騎士領所有者

がカ：／プハウセ：■内閣を ヨリ小さな害悪と考えたのに対し，公然と普通選撃に

反対した例外的少数派，タ ソデ ノ・ トリークラフ（Ａｄｏ１ｆｖｏｎ Ｔｈ
ａｄｄｅｎ

一

　　　　　　　　　　　　　　　　（３７８）
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Ｔ・・ｅｇ１・ｆｆ）

，レオポルトとルートウィソヒのケルラ ヅハ兄弟（Ｌ
・ｏｐＯ１ｄｕｎｄＬｕｄ

ｗ１ｇ　ｖｏｎ　Ｇｅｒ１ａｃｈ） ，　

ヒスマルク
　（Ｏｔｔｏ　Ｆｕｒｓｔ　ｖｏｎ　Ｂ

１ｓｍａｒｃｋ）や マノトイフェ ル

（Ｏｔｔｏ　ｖｏｎ Ｍａｎｔｅｕ伍ｅ１）等か存在したことてある。マ■トイフェ ルは，ｒ三月革

命」挫折後の反動の１Ｏ年間の内相と首相を勤めることになるのであるが，この
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
少数派か後の保守党形成の明牙となるのてある 。

　　１）第２回合同州議会については，Ｖｇ１Ｖｅｒｈａｎｄ１ｕｎｇｅｎｄｅｓａｍ２Ａｐｒ１１１８４８ｚｕ

　　　 Ｂｅｒ１ｉｎ　ｅｒ６ｆｆｎｅｔｅｎ　Ｚｗｅｉｔｅｎ　Ｖｅｒｅｉｎｉｇｔｅｎ　Ｌａｎｄｔａｇｅｓ（２．４．＿１０．４．１８４８）．Ｎａｃｈ　ｓｔｅ －

　　　 ｎｏｇｒａｐｈ１ｓｃｈｅｒ　Ａｕｆｎａｈｍｅ，Ｈｅｒａｕｓｇｅｇｅｂｅｎ　ｖｏｎ　Ｗｅｍｅｒ　Ｓｃｈｕｂｅｒｔ，Ｌ１ｅｃｈｔｅｎｓｔｅｍ

　　　 １９８９．選撃法草案と審議過程については，Ｖｇ１・Ｅｂｄ ・，
２， ３０～３９・また，シルフ

　　　 ァート ，前掲書，Ｖプ ロイセノの新選撃法とその結果，６３～９２べ 一ジ，とくに

　　　 ６８～６９，７卜７７へ 一ノ。Ｋ　Ｒｅｐｇｅｎ
，ａ　ａ　Ｏ ，１２７～１２８Ｗ１１ｈｅ１ｍ　Ｓｃｈｕ１ｔｅ，Ｖｏ１ｋ

　　　 ｕｎｄ　Ｓｔａａｔ，Ｗｅｓｔｆａ１ｅｎ　ｍ　ｖｏｍａｒｚ　ｕｎｄ　ｍ　ｄｅｒ　Ｒ
ｅｖｏ１ｕｔ１ｏｎ１８４８／４９，Ｍｕｎｓｔｅｒ

　　　 １９５４，１８４　ヘルリノ市街戦の死亡者名簿については，Ｖｇ１Ｒ　Ｓｔａｄ
ｅ１ｍａｎｎ

，ａ　ａ

　　　Ｏ ．，

６１，訳，８４べ 一ジ 。

　　　　なお，この選撃法に基づくプ ロイセソ国民議会選撃は，５月１日と８日にフラ

　　　 ンクフルト国民議会への選撃と同日に行なわれたので，ここでフラソクフルト国

　　　民議会の選撃について一瞥しておきたい 。

　　　　 フランクフルト国民議会の選撃法はつぎのような経過を経て成立した。３月５

　　　日にハイデルベルクヘ全ドイツから５１人の政治家が集まり ，ドイツ 国民議会召集

　　　の選撃を行なうため，７人委員会（Ｓｉｅｂｅｎｅｒ－ＡｕｓｓｃｈｕＢ）を選出して，準備議会

　　　（Ｖｏｒｐａｒ１ａｍｅｎｔ）を形成する任務を与えた。準備議会は，３月３１日より４月３日

　　　までフランクフルトのパウロ 教会（Ｐａｕｌｓｋｉｒｃｈｅ）で，約５００名の各邦議会議員

　　　や政治家が参集して開かれた 。

　　　　ところで，トイノ 国民議会の開催権は１８１５年設立の連邦議会（Ｂｍｄｅｓｔａｇ）に

　　　あり ，ここで３月３０日に「諸政府と国民の間でドイツ憲法を作成する」目的で国

　　　民議会を召集するため，７０，０００人に１人の議員を選出することを決めたが，細目

　　　はドイツ諸邦の政府に委ねることとし，選撃についての審議を準備議会で行なう

　　　　ことを事実上認可した。こうして準備議会では「７０，Ｏ００人に一人の割合で第一次

　　　選撃によっ て選出される一院制の国民議会（ ，，

Ｈａｕｓ ｄｅｓ Ｖｏ１ｋｅｓ，ｈｅｒｖｏｒｇｅｈｅｎｄ

　　　 ａｕｓ　Ｕｒｗａｈ１ｅｎ　ｎａｃｈ　ｄｅｍ　ＭａＢｓｔａｂｅ　ｖｏｎ１ｚｕ７０，Ｏ００“）」をめくって討議かなさ

　　　れたのである 。

　　　　　この討議により ，０７０，ＯＯＯ人に１人の議員が５０，０００人に１人に修正，　普通 ，

　　　平等選撃，　選撃権，被選撃権をともに独立の成年男子（ｊｅｄｅｒ　ｓｅ１ｂ
ｓｔａｎｄ

１ｇｅ
・

　　　 ｖｏ１１ｊａｈｒｌｇｅ　Ｍａｎｎ）に，財産と身分の制限なしに賦与，＠５月１日に国民議会を

（３７９）
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　　 フランクフルトに召集，のみが決定され，その他の選撃の細目は各邦に存続して

　　いる選撃法に委ねられた。この結果，領邦間で選撃のやり方に大きな相違が生じ

　　た 。

　　　例えば，「自立した男子」の選撃権を，オーストリー プロイセン，ヘッセ
　　 ン・ ダルムシ ュタ ット ，シ ュレスヴィヒ ・ホルシ ュタイソ，ブラウンシ ュヴ ァイ

　　 ク， ナッサウは無制限で認めたのに対し，ハノーファー クールヘッセン，ヴ ユ

　　ルテ１■ヘルクでは労働老と奉公人（Ａｒｂｅ１ｔｅｒ　ｕｎｄ　Ｄ１ｅｎｓｔｂｏｔｅｎ）をｒ自立した男

　　子」から除外し，ザクセ■ては家内僕碑（Ｈａｕｓｇｅｓｍｄｅ）を除外した。フラノク

　　 フルトでは裁判所の規定した保護（９ｅｒ１ｃ
ｈｔ１１ｃｈ　ｇｅｏｒｄｎｅｔｅ　ＰＨ

ｅｇｓｃｈａｆｔ）のもとに

　　ある者のみを除外した。バイエルンでは国家に直接税を支払っている公民
　　（Ｓｔａａｔｓｂｕｒｇｅｒ）にのみ選撃権を与えたので，５０人委員会（ｄｅｒ Ｆｕｎｆｚ１

　　 ｇｅｒａｕｓｓｃｈｕＢ）か抗議したか無駄であ った。その他の多くの諸邦は，ｒ自立
　　（Ｓｅ１ｂｓｔａｎｄ１ｇｋｅ１ｔ）」とは何か，を規定しないままで，多くのはあい直接選撃を行

　　な ったのであった（ＶＶａｌｅｎｔｍ，ａａ Ｏ， Ｚｗｅ１ｔｅｒ Ｂａｎｄ，２～３ノルファート ，前

　　掲書，１０１～１２８ぺ 一ジ。Ｋ．Ｒｅｐｇｅｎ，ａ．ａ．Ｏ ．， １１５～１２４，１３９．Ｗ．Ｓ
ｃｈｕｌｔｅ

，ａ．ａ．Ｏ ．，

　　 １８４　なお，連邦議会については，Ｖｇ１Ｆ　Ｈａ吋ｍｇ　ａ　ａ　Ｏ ，１１０，１１５～１１６，訳
，

　　２４６～２４８，２５７～２５８べ 一ジ）。

　　　プ ロイセンでは，フランクフルトとプ ロイセンの国民議会の選撃が同じ日に行

　　なわれた。第一次選撃人（Ｕｒｗａｈ１ｅｒ）による第二次選撃人（Ｗａｈ１ｍａｍｅｒ）選

　　撃が５月１日 ，議員（Ａｂｇｅｏｒｄｎｅｔｅ）選撃は５月８日であ った（Ｖ　Ｖａ１ｅｎｔｍ，ａ

　　 ａ　Ｏ ，Ｚｗｅ１ｔｅｒ　Ｂａｎｄ，７　！ルファート ，前掲書，１３５へ 一！）。 フラ：■クフルト国

　　民議会の選撃法は４月１１目に定められた。そのさい，ｒ成年（ ，，

Ｖｏ１１ｊａｈｒ１ｇｅ“）」に

　　ついては，例えぱライソ州では三つの異った年令が設定された。０一般国法が

　　効力をもつ，いわゆる古い地方（Ａ１ｔｐｒｏｖｍｚｅｎ），デ ュイスフルクとレース 郡
　　（ｄ１ｅ Ｋｒｅ１ｓ Ｄｕ１ｓｂ皿ｇｍｄＲｅｅｓ）ては２４才，　トイソ 普通法（ｄａｓ Ｇｅｍｅｍｅ

　　Ｄｅｕｔｓｃｈｅ　Ｒｅｃｈｔ）が効力をもつコ ブレンツ 県のライソ河東部では２５才，　民法

　　上でナポレオン法典（ＣｏｄｅＮａｐｏ１６ｍ）にしたが って生活していたケル：／控訴院
　　（Ｋ６１ｎｅｒ　ＡｐＰｅｌ１ｈｏｆ）領域に属するその他の州の部分では２１才。また，ｒ独立」の

　　概念（ｄｅｒ　Ｂｅｇｒ冊，，ｓｅ１ｂｓｔａｎｄ１ｇ“）は４月８日のフロイセン国民議会の選學法と同

　　じく救貧扶助を受けていない者とされた。そして ，５０，ＯＯＯ人に１人の割合でプ ロ

　　イセ：■では１９１人の議員を選出することにな った（Ｋ　Ｒｅｐｇｅｎ，ａ　ａ　Ｏ ，１３７～１４０）。

　　　以上より ，プ ロイセソではプ ロイセ：■国民議会の選撃は４月８日の選撃法に基

　　づいて，フランクフルト国民議会の選撃は４月１１日の選學法に基づいて同じ日に

　　実施されたのである。この結果，両者の選撃区は異った。プ ロイセン国民議会の

　　ぱあい，ライ１■ 州では，５００人ごとに１人の第二次選學人を選出する選撃区

　　（Ｕｒｗａｈ１ｂｅｚ１ｒｋ　ｆｕｒ　ｄ１ｅ　Ｗａｈ１ｍａｍｅｒ－Ｗａｈ１）を形成するに当り ，３００人以下の市

　　　　　　　　　　　　　　　　（３８０）



「三月革命」と官僚政治の相対的自立性の維持（川本） ９

町村（Ｇｅｍｅｉｎｄｅ）のぼあいには，隣接市町村と合併し ，１，０００人以上の時は，一

選撃区５人以上の第二次選撃人を選出できないように分割した（Ｋ．Ｒｅｐｇｅｎ，ａ．ａ

Ｏ．，１２７．なお，選撃区および選出された議員と代理人の氏名については，Ｖｇ１

Ｅｂｄ
．，

３３５～３４２）。 ヴェ ストファーレン 州のぼあいでも同じであり ，平均して各

郡で１人の議員，総計３８人を選出することとされた（Ｗ．Ｓ
ｃｈｕ１ｔｅ

，ａ．ａ．Ｏ ．，

１８４

なお，選出された３８名の議員名と同数の代理人名については，Ｖｇ１．Ｅｂｄ ．， １８７～

１８９）。

　フランクフルト国民議会のばあい ，５０，Ｏ００人に１人の議員選撃とされていたが ，

ライノ 州のはあい，選撃区は，郡長の行政地域（ｄ
ｌｅ１ａｎｄｒａｔ１１ｃｈｅｎ　Ｖｅｒｗａｌｔｕｎｇｓ

ｂｅｚ１ｒｋｅ）を分割しようとしなかった県や分割した県か生じたため，８９，０００人に

１人の議員の選撃区から５０，ＯＯＯ人に１人に近い選撃区までの相違が生じた。第一

次選撃区（Ｕｒｗａ
ｈ１ｂｅｚｉｒｋ）についても同じで，３００人に１人の第二次選挙人の選

撃区から９９９人に１人の選撃区までの差異が生じた（Ｋ．Ｒｅｐｇｅｎ，ａ．ａ．Ｏ ．，

１４０～

１４１．なお，選撃区と選出された議員と代理人の名前については，Ｖｇ１．Ｅｂｄ ．， ３４４

～３４７）。 ヴェ ストファーレソのばあい，５０，Ｏ００人に１人の割合で２０人の議員が

選出された（Ｗ
　Ｓｃｈｕ１ｔｅ，ａ　ａ　 Ｏ， １８４なお，選撃区と選出された議員と代理人

の名前についてはＶｇ１．Ｅｂｄ ．， １８４～１８６）。 以上のようにプ ロイセソとフランクフ

ルトの国民議会に対する選撃区が異ったにもかかわらず，選撃は同じ日に行なわ

れたのである（Ｅｂｄ ．，

１８９）。

　５月１日は，フロイセノにおいて公民（Ｓｔａｓｔｓｂｕｒｇｅｒｔｕｍ）か初めて政治的意

志の表明を経験した日であ った。したが って，半ば祝祭日（ｈ
ａ１ｂｅｒ　Ｆｅｉ航ａｇ）と

なっ た。 すべての店（Ｌａｄｅｎ）や役所（Ｂ廿ｒｏ）のみでなく郵便局すら休日となり ，

新聞は２日間休刊，鉄道も僅かのみ運行されたに留 った。教会や劇場，娯楽場

（Ｖｅｒｇｎｕｇｕｎｇｓ１ｏｋａ１ｅ）は選撃場となり ，第二次選撃人の選撃は祝祭のような興

奮した雰囲気のなかで行なわれ，選撃区の大きい所では屡々夜遅くまでつづけら

れた。しかし，初めての経験でもあ ったので，同時に多くの第一次選撃人
（Ｕｒｗａｈ１ｅｒ）かつまらぬ理由から棄権したといわれる（Ｖ　Ｖａｌｅｎｔｍ　ａ　ａ　Ｏ ，

Ｚｗｅｉｔｅｒ　Ｂａｎｄ，２，９）。 ライソ州でも同様であ ったが，選撃記録が失われているの

で正確なことは不明である（Ｋ．Ｒｅｐｇｅｎ，ａ．ａ．Ｏ ．，

２２５～２２６）。

　第二次選撃人のぱあいも ，議員のぱあいも ，１回の投票で全員を選出すること

は禁じられ，一人一人を記名，秘密投票で選出する方法がとられた。そのさい ，

投票数が絶対多数に達しないぽあい，上位５名が決戦投票（Ｓｔｉｃｈｗａｈｌ）にかけ

られ，なお絶対多数が得られないばあい，上位２名の決戦投票とな った（Ｋ

Ｒｅｐｇｅｎ，ａ．ａ．Ｏ ．，

２２５～２２６．Ｗ．Ｓ
ｃｈｕ１ｔｅ

，ａ．ａ．Ｏ ．，

１８９）。 この結果，選出には長い

時間を必要とし，ライソ州では議員と代理人の選撃は１日では行ない得ず，５月

８目と１０日の２日を費やすことにな った。また，屡々同一人物が重複して選出さ

　　　　　　　　　　　　　　（３８１）




